
より詳しいユニセフの活動は当協会のホームページをご覧ください。
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いま、世界のほぼすべての子どもたちが、洪水、熱波、サイクロン、水不足、鉛汚染 
など何かしらの気候・環境リスクに直面していると言われています。もともと厳し
い環境に暮らしている人たちに自然災害がふりかかると、復興や開発に時間がか 
かり、子どもたちがより貧しい暮らしになってしまう恐れがあります。 

ユニセフ　気候変動

気候変動に関する記事は、ウェブサイトでも見られます。

www.unicef.or. jp/news/2021/0163.html

気
き

候
こ う

変
へ ん

動
ど う

の影
え い

響
きょう

を 
受
う

ける子
こ

どもたち

気
候
変
動
の「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

災
害
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に

ユ
ニ
セ
フ
・
マ
ラ
ウ
イ
事
務
所
で
は
、 

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
 

目
指
し
て
い
ま

す
。
洪
水
が
起

き
て
も
下
痢
や

感
染
症
か
ら
自

分
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
、
手
洗
い
の
 

大
切
さ
を
伝
え
、

き
れ
い
な
水
に
普
段
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
し
た
り
、災
害
が
起
き
た
際

に
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
受

け
ら
れ
、
暴
力
か
ら
守
ら
れ
る
よ
う
に
、

地
域
行
政
の
能
力
強
化
を
行
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

洪
水
や
干
ば
つ
が
毎
年
の

よ
う
に
発
生
、子
ど
も
た
 

ち
の
命
と
安
全
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。 中

谷
 菜
美
 (な
か
た
に
・
な
み
) 

ユ
ニ
セ
フ
  

マ
ラ
ウ
イ
事
務
所
 

子
ど
も
の
保
護
担
当
官

公益財団法人 日本ユニセフ協会  〒１08-8607  東京都港区高輪4-6-12 ユニセフハウス   ホームページ www.unicef.or. jp

＊『気候危機は子どもの権利の危機: 子どもの気候危機リスク指数の紹介 
   (原題: The Climate Crisis Is a Child Rights Crisis: Children's Climate Risk Index)』

このまま気候変動や環境汚染が進むと、いまの子ども 
たちは、将来、より深刻な影響を受けることになります。 

そして、不公平なことに、気候変動の原因と 
なる温室効果ガスを大量に排出している
国のほとんどが先進国である一方、その 
被害を最も受けているのは、温室効果 
ガスをごくわずかしか排出していない 
途上国の子どもたちなのです。

いま、行
こ う

動
ど う

しよう！

▲コードジボワールの学校での植樹風景 ▲アフガニスタンのソーラー給水システム

過去10年間で最大規模の洪水
2020年、カンボジアは過去10年間で最も大規模な 

洪水に見舞われました。被災した地域では学校が休校 

になったほか、食糧不足や衛生環境の悪化による感染 

症などのリスクが高まりました。ユニセフは、政府の 

洪水対応計画を支援し、最も被害の大きかった地域の 

25万人以上に対して、水、衛生用品、応急処置キット、 

教科書などを提供しました。

世
せ

界
か い

では、3億
おく
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されています。

大型のサイクロン＊によって破壊された学校の図 

書館。2021年1月にフィジーを襲ったサイクロン 

 「ヤサ」は、85万人の生活に影響を及ぼしました。ユニ 

セフは、テントや生活必需品を届け、学校の修復を 

支援するなど、子どもたちができるだけ早く日常 

を取り戻せるようサポートしました。

世
せ

界
かい

では、4億人
おくにん

の子
こ

どもたちが、
サイクロンのリスクにさらされて 
います。

マダガスカル南部では、雨が降らず、「ティオメナ」と 

呼ばれる砂嵐と、干ばつが続いています。上の写真は 

トウモロコシ畑ですが、ほとんど育っていません。水 

や食糧がなかなか手に入らず、55万人以上の5歳未 

満児が急性栄養不良に陥ると言われています。ユニ 

セフは他の国連機関やパートナー団体と連携し、学校

給食の支援や経済的支援などを行なっています。 

世界では、9億2,000万人の子ど
もたちが、水不足のリスクにさら
されています。

＊ベンガル湾やアラビア海などの北インド洋で発生する熱帯低気圧

カンボジア フィジー マダガスカル

大型のサイクロンが学校を直撃 ひどい干ばつによる水不足

私たちみんなが地球にやさしい暮らしをするように行動
を改めると同時に、いま、災害のリスクが高い国に暮らす子
どもたちが守られるように支援をしないといけません。

サイクロンにより浸水した南部地域

学校での手洗い指導

学校で野菜を栽培 新しくできた給水設備

三重県出身。高校生の頃から国際協力に関心を持ち、大学で国際
関係学を専攻。卒業後、日本赤十字社で5年間勤務し、2015年の 
ネパール大地震の際には現地派遣も経験。ロータリー財団の支 
援でイギリスの大学院で子どもの保護・子どもの権利に関する 
修士号を取得後、ユニセフ・ウガンダ事務所でのインターンを 
経て、2019年2月より現職。

中谷 菜美  ユニセフ・マラウイ事務所 子どもの保護担当官
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